
- 91 -

3.2  「書くこと」に関する主体的な取組およびパラグラフライティング指導の充実

高１の４月から高２の３月までの間、生徒たちは自主的な英語学習の記録を残して

いく「自学ノート」の取組を行ってきた。この取組では、生徒がノートを用意し、自

由に英語の学習に取り組み、長期休業明けに定期的に、また、個人の英語学習の興味・

関心、課題に応じて随時提出する。「ノートに書くこと」が取組の中心となるため、

４技能のうち特にライティング能力の伸長につながると考えられる。以下にそのねら

いや工夫などをまとめる。

 ＜自律性とライティング能力を高める「自学ノート」の取組＞

(1)　目的

　 　英語学習における自律性を高め、生徒それぞれのニーズや目標、課題に応じて

適切な学習方略を選択できるようにする。

(2)　支援の工夫や留意点

　① 生徒に選択の自由をもたせる。自律性を高める指導・支援の中で生徒の表現意

欲を高められるよう、学習内容については生徒の選択に任せる。ただし、過去

の生徒たちのノートや取組の工夫を閲覧できるようにファイルを用意し、生徒

が自分に合っていそうな取組や学習方法を参考にできるよう支援する。

　② 長期休業などまとまった家庭学習時間が確保できる時は、学習目標の設定とそ

の目標に対する振り返りを書かせることで、学習に対する自己調整力を身に付

けていけるよう支援する。

　③ 学習方法や工夫の共有の場を設ける。定期的に生徒同士で互いのノートを閲覧

したり学習内容や方法について話し合わせたりすることで、生徒同士で学習方

略や学習方法の多様性について学び合うことができるよう支援する。

　④ 英語通信を月に１〜２度程度発行し、より効果的な取組について他の生徒の

ノートのコピーを共有したり、その取組の効果やねらいなどについて解説した

りすることで、生徒の意識が学習内容や方略の多様さからより効果的な方略や

学習内容の選択に向かうことができるよう支援する。

　⑤ 生徒が学習方略や自分自身の学習スタイルへの理解を深めるとともに、高１か

ら高３へと教師の指示や取組の条件などをなくしていく。

　　《長期休業前の生徒への指示の例》

　　・ 高１の７月：ノート 10 ページ以上取り組むこと。ただし、選択肢として設

定した５つのコース学習から１つを選択して行うこと。また、夏休みの英語

学習の目標をノートの最初に記入し、日々の英語学習の取組内容・時間・振

り返りを記入する学習記録表をノートに添付して提出すること。

　　・ 高２の 12 月：ページ数は問わない。TED Talks から１本映像を視聴してその

要約と感想を書くライティングを必ず入れること。

　　・ 高２の３月：提出は問わない。これまで学習した英語学習の方法や個人の

英語学習の目標や課題に合わせて取り組むこと。希望があれば書かれた意
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見文などのライティングについては添削を行うのでその際は提出してくだ

さい。

　　⑥ 書かれたライティングについては、原則として肯定証拠 20 を残し、概ね１〜

２学年程度前の既習事項であり、意味の理解に支障をきたす誤りについては

日本語でコメントつける。また、内容については、英語でコメントを行うこ

とで written interaction（書くことによるやり取り）を行い、生徒の意欲を高

められるよう支援する。

＜生徒の自学ノートの取組例１（2017 年度高１生の冬の家庭学習）＞

左ページには、『政治・経済』の授業の取組を英語学習に取り入れて英語でレジュ

メを作り直す活動を行っている。また、この生徒は海外在住経験など特別なバックグ

ラウンドがあるわけではないが、１年時から自学ノートや授業に意欲的に取り組み、

検定試験なども目標にしつつ自律的な学習スタイルを確立させ、高２の冬に英検１級

に合格している。他にも、授業で学習した漢文の要約や感想を英語で書いてきたり、

化学の実験の様子についての簡単なレポートを英語でまとめたりするなど、他教科の

学習をうまく英語学習に取り入れる工夫が多くの生徒に見られた。

20 　 肯定証拠とは、伝えたい文意がうまく書けた表現や語彙・コロケーションや、効果的な論理展開などに対し

て波線を引いたり簡単なコメントを付けたりして、文法や語法など英語表現上適切に使用できたことを教師が

フィードバックとして示すこと。
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＜生徒の自学ノートの取組例２（2018年度高２時　「取組例１」と同一生徒の１年後）＞

TED Talks を活用し、視聴時のメモと要約・感想を英語で書いている。ページの左

上にはどの技能の学習に取り組んでいるかを示すタグ付けを付箋紙で行い、冬休みの

学習をとおして学習方略や技能のバランスなどを振り返ることができるように工夫さ

れている。明らかに、自律性や学習方略や内容、計画性や学習教材のレベルなどを自

己調整する力の高まりがみられる。高２の冬は、ページ数の指定などはないが、この

生徒は下の例にあるような質の高い取組を 51 ページにわたって行ってきた。こうし

た取組や培った能力が英字新聞記事を作成する際の下支えとなっていることは言うま

でもない。

＜生徒の自学ノートの取組例３（自ら目標設定を行う）＞

生徒は自主的な学習を行う前に自ら目標設定をし、

振り返りまで行う。「英字新聞制作プロジェクト」に

おいても英語学習においても、達成すべきタスクの

期限を設定し進捗状況を管理したり、その取組を振

り返って次の取組に生かしたりする姿勢や自己調整

力は欠かせない。生徒一人ひとりがこうした取組を

とおして自身の学習方略や主体性、自律性を高めて

いくことにより、探究的な学習や協働的な活動が成

立する素地を養っている。
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このほかにも、生徒自身で創作した物語を 1600 語程度で書き上げて提出した生徒

や日本の新聞記事の要約や意見を書いてきた生徒、ほぼ毎日その日に印象に残った

ニュースを取り上げて数行の紹介文を約半年間にわたり自主的に続けた生徒など、書

くことに関わる能力や意欲の高まりが感じられた。

こうした英語の授業や家庭学習における取組をとおして、生徒はある程度のまとま

りのある英文、特に意見文や要約などを書くことに慣れてくるので、英字新聞制作の

際にも効果的に効率よく活動に取り組むことができる。また、頻繁に英文を書く経験

を積み重ねてきているので、普段自分が書いている意見文やエッセーなどと英字新聞

記事のフォーマットやスタイルの違いを比較対照させてよりよく理解することが可能

になる。

さらに、教師側のメリットとして、自学ノートを生徒の英語学習ポートフォリオと

してとらえ、家庭学習実態や、ライティングにおける生徒の典型的なエラーや言語材

料の習熟の度合いを知ることができる点が挙げられる。生徒それぞれの２年間の取組

の様子やライティング能力を把握したうえで英字新聞記事作成の支援を行うので、「こ

の記事を書いている〇〇にはサジェスチョンを与えるだけで十分だ」「この生徒には、

声をかけて個別に支援や添削が必要だ」などと、どの新聞記事作成チームに対してど

の程度の支援を行えばよいか、より適切な判断をすることができた。

さらに、2017 年度卒業生は、高２の 12 月にお茶の水女子大学准教授 David Allen
先生の協力を得て、パラグラフライティングに関する講義とワークショップを行って

いただく機会を得ることができた。collaborative writing の手法を用いて生徒がペア

またはグループになり、各自で書いた英文を比較したり、協働的に１つの英文を完成

させたりするなど、図表で表していることとそれに対する見解を英語で表現する方法

について学習した。これは、図表を取り入れてニュースを取り上げたり協働的に英文

作成を行ったりする新聞記事作成に大いに役立った。

3.3  グローバルな諸課題や名文・名スピーチに触れる機会の拡充

「2.4.2 Student 版原稿」で取り上げた英文記事の最後のパラグラフに Malala 
Yousafzai さんの国連でのスピーチが引用されている。生徒たちは、高２時に Malala 
Yousafzai、Steve Jobs、Kelly Macgonigal を扱った CD Book21 から１冊を選んで購

入し、収録されている本人の講義や演説、対談を聞いたり、スクリプトを読んだりす

る家庭学習に取り組んだ。また、そこから得た情報や感想を授業中に英語で伝え合っ

たり、「３冊から１つ選んで後輩に進めるとすればどの人がよいか」について推薦文

を書かせたりする言語活動を行ってきたことが、英字新聞記事作成にも生かされたと

考えられる。さらに、前述の CD Book には収録されていない関連映像を自主的に視

聴する生徒も多く、興味・関心の広がりや高まりが見られた。

英語科を含めた他教科で得た知識・技能などが探究的な学習や活動場面に行かされ

21　 朝日出版社『生声 CD BOOK』のシリーズ３タイトルより選択させた。
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たりその逆のケースが起きたりすることで、そうした知識・技能のより一層の高まり

と思考力・判断力・表現力等の伸長が期待できる。今後も意図的・計画的な取組をと

おして他教科や「総合的な探究の時間」との連携を深めていきたい。

3.4  ライティング能力の高まりの検証（GTEC 

Writing の結果より）

本校では、GTEC22 を高１および高２の 12

月、高３の６月に受験している。高３時に英

字新聞制作を始める時点での生徒のライティ

ング能力、また、本章で取り上げた取組の効

果について GTEC Writing23 のスコアを見てお

きたい。推移については、「3 英語の授業にお

ける取組」で取り上げた 2017 年度卒業生の

データとする。

高３生の全国平均スコアは 203 であり、右

の度数分布表を見ると、本校生徒の平均スコ

アは 244.7 である。高２の 12 月の時点で高いライティング能力を有することが分かる。

また、度数分布を見ると分かるように、多くの生徒がライティング能力を底上げして

きた。こうした高い力は、英字新聞記事作成に生かされ、また英字新聞記事作成をと

おしてさらにその能力を高めていったと考えられる。

4.  成果と課題

4.1  生徒の自己評価（SGH意識調査及び『探究II』の１年間の活動振り返りシートより）

各年度ともにおおむね同様の傾向を示しているが、ここでは「3 英語の授業の取組」

と同様に主に 2017 年度卒業生の自己評価（SGH 意識調査 24）の結果を中心に取り上げ

る。

初めて「英字新聞制作プロジェクト」を行った前年度の課題として「英文記事の

フォーマットで英語を書くことへの生徒の習熟」が挙げられた。したがって、英語の

ライティングに関する指導や十分なガイダンスを英語科の授業で行ったり、関連資料

や図書館で保管期限を過ぎた新聞やトピックや書きぶりの参考になる新聞の切り抜き

を教員が年に３〜４回作成して配布したりするなど、英語ライティング能力の充実や

新聞記事フォーマットの理解の支援に努めた。

22 　GTEC とはベネッセコーポレーションが開発・運営しているスコア型４技能英語検定のことである。

23 　GTEC Writing では、社会的話題などについて意見やその根拠を 20 分以内に英語で書かせるライティング問

題が出題され、採点はトレーニングを受けたネイティブが行っている。

24 　本校の SGH 研究開発で伸ばしたい資質・能力に基づき 2014 年に独自の質問項目を設定し、筆者が原案を作成

した。改良を加えて 2018 年度まで全学年で年２回調査を行った。詳しい調査項目や結果については、本校 WEB

ページ「SGH について（SGH 報告書）」より参照できる。（ http://www.fz.ocha.ac.jp/fk/menu/sgh/report.html ）

年度 2016 2017

学年 高１時 高２時

受検人数 117 116

平均スコア 238.9 244.7

平均CEFR-J A2.2 B1.1

満点 270 320

CEFR-J（人数） 単純 累積 単純 累積

B2 　 　  1   1

B1.2 15  15 31  32

B1.1 63  78 57  89

A2.2 19  97 16 105

A2.1 14 111  8 113

A1.3  6 117  3 116
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＜ SGH 意識調査結果抜粋（※数値は高３生の 4月→ 1月の回答の割合の変化を表す。）＞

(1)   まとまりのある英文を書く力について

  「トピックが既知であればまとまりのある英文を書ける」という項目で「だい

たいできる・できることもある」と答えた生徒の割合：47.0% → 62.2%（＋

15.2%）

 (2)  成果発信への意欲の高まりについて

  「英語で自分の意見や考え、探究の成果を多くの人に伝えたい」という項目で「大

変・ややそう思う」生徒の割合：89.0% → 94.6%（全学年で唯一９割を超えた）

(3)  英語で議論する力について

  「既習の話題や経験の範囲内なら抽象的でも英語で議論できる」という項目

で「だいたい・できることもある」と答えた生徒の割合：39.5% → 54.0%（＋

14.5%）

(4)  英語でプレゼンを行ったり質疑応答したりする力について

  「事前に用意された英語のプレゼンテーションを流ちょうに行え、質問にも対

応できる」という項目で「だいたい・できることもある」と答えた生徒の割合：

31.1% → 43.2%（＋ 12.1%）

英字新聞作成をとおして成果発信の意欲を高め、英語で表現することに自信をもち、

英語で話すこと・書くことに対する自己評価が高くなっていることが分かる。教育課

程編成の都合上、本校では、高３時に全員履修として一斉クラスで行う英語科の科目

がない。『探究 II』が上記の学年全体としての結果に良い影響を与えたと考えられる。

また、高２時までの英語科の授業における取組や支援も、生徒が大きな抵抗感を持た

ずに新聞記事作成に取り組めた要因となっていると考える。

次に、入学時から卒業時の自己評価の推移について、英字新聞制作プロジェクトに

関わって肯定的な回答の割合が顕著に増えた 25 項目を以下に３点挙げたい。数値は、

2017 年度卒業生の SGH 意識調査の高１第１回（５月）と高３第２回（１月）の変化

を示す。

＜３年間で自己評価の肯定的な回答の割合が顕著に増えた３項目＞

質問項目 高１の５月 高３の１月

①「 探究成果や解決策の提案、意見などを効果的に聴き

手に伝えられる」
55.4%  71.2%(+15.8%)

②「 学んだトピックや経験の範囲なら抽象的でも英語で議

論ができる」
16.7%  54.0%(+37.3%)

③「 そのトピックについて知っていればまとまりのある英文

を書ける」
28.3%  62.2%(+33.9%)

　＊ ①は、「大変そう思う」＋「そう思う」の割合。②・③は「だいたいできる」＋「できることもある」の割合。

25　 パーセンテージで 15 ポイント以上増加した項目を「顕著に増えた」とした。
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①「探究成果や解決策の提案、意見などを効果的に聴き手に伝えられる」については、

当該年度の卒業生は SGH カリキュラムが整備されて入学してきた最初の学年でもあ

り、『探究 I・II』や教科の授業などさまざまな場面で言語活動を充実させてきた成果

であると考えられる。②「学んだトピックや経験の範囲なら抽象的でも英語で議論ができ

る」については、英語科の授業などにおいて、技能総合型の言語活動を積み重ねてき

た成果であると考えられる。また、③「そのトピックについて知っていればまとまりのあ

る英文を書ける」については、『探究 II』で「英字新聞制作プロジェクト」や英語の授

業や自学ノートなどをとおして生徒がまとまりのある英文を自発的に書くことに慣れ

親しみ、パラグラフライティングに習熟してきた成果であると考えられる。今後は英

字新聞以外のフォーマットで英文を書く活動も取り入れ、さらに多様な英文のスタイ

ルに習熟させたい。

最後に、既習知識・技能の活用や、協働性・主体性の大切さについての気付き、自

己の取組を振り返る力の高まりについて、１年間の『探究 II』の活動の振り返りシー

トに書かれた生徒の具体的な記述を見ておきたい。協働性や既習知識・他教科の学習

との関連についてメタ的に捉えていることがうかがえる。

＜取組全般に関わる生徒の自己評価より（※生徒の原文そのままを一部抜粋）＞

・ チームの中で少しでも役に立つことをしようと思いながら活動したら、苦手な英

語を使っての活動もそこまで苦じゃなかった。

・ 最終的には私なりに良いものが出来上がったのではないかと自負しています。思

いのほかメンバーの皆が協力的で初めに立てた計画から大きく外れることもな

かったことです。他チームの記事や他

クラスにも負けていないと思います。

・ 記事を実際に作成する前にチーム

内での理解を深め、伝える要点を

確認し、出来上がり後の理想形を

全員が共有することが記事作成の

際のポイントだと思いました。

・  ２年生の時の『探究 I』や１年次

の『情報』で学んだことを生かし、

信頼できる情報を収集し、論理的

な文章を書き上げるということは

よくできたと思う。

・ 各自の分担をきっちりやってチー

ムでは議論や軌道修正、改善をす

るという姿勢で臨むとグループ作

業はうまく行く。

初年度の取組の課題を改善し、新聞記事作成前に各自

の『探究 I』の成果について情報共有を行う目的で２

年時の探究成果を高３の４月に全員が英語で報告した。
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4.2  英字新聞甲子園の結果

制作した各クラス（３紙）の新聞 26 は英字新聞甲子園に出品している。結果は以下

のとおりである。回数を重ねるごとに過去の新聞制作の課題や改善点を踏まえ、また、

先輩の制作した新聞を参考に新聞制作を進められるようになってきており、その成果

が結果につながっていると考えられる。

　・2016 年度　第１回英字新聞甲子園　Foreign Media Prize 受賞

　・2017 年度　第２回英字新聞甲子園　準優勝１紙

　・2018 年度　第３回英字新聞甲子園　優勝１紙、準優勝１紙

5. おわりに（もし『探究 II』を発展させるとしたら…）

英字新聞制作を３年間の英語学習および探究的な学習や PBL などの学習活動のアウ

トプットの１つとしてとらえた場合に、どのような可能性が考えられるだろうか。現

実的な制約や実現可能性をあえて考慮せず、この３年間の取組の成果を最大化するた

めの教科横断的私案を述べ、まとめにかえる。

高２生の『英語表現 II』（『論理表現 II』２単位）および「総合的な探究の時間」（『探

究 I』１単位）の３学期を英字新聞制作プロジェクトに充て、英字新聞制作を開始する。

また、高３時は、従来の『探究 II』に相当する１単位時間に加え、引き続き『英語表

現 II』（『論理表現 II』）の２単位を英字新聞制作に充当する。その結果、制作自体を高

３の１学期で終了し、制作後の活動を２学期に十分に行えるようになる。

具体的には、２学期冒頭より『英語表現 II』では、Student 版（自作原稿）と Pro-
fessional 版（GEIC による校正原稿）を比較し、英文の構成や語彙、スタイルによる

表現方法の違いを振り返り、制作した新聞の自己評価を行う。さらに、新聞制作全体

や個々の記事に関して学級を横断してプレゼンを行ったり、外部より留学生（お茶の

水女子大学の留学生など）を招聘したりするなどして、記事で扱った問題やテーマに

ついてディスカッションを行う。２学期末には、次年度に英字新聞制作を行う２年生

へのガイダンスを兼ねて代表チームや編集部が英語でプレゼンを行う。

一方、『探究 II』では、これまでの探究全体を振り返るとともに（自己評価）、自分

たちが取り上げたテーマや記事の内容に関連する新聞記事やニュース、論文などを海

外のサイトや過去の大学入試の英文から探し、それらを読む活動を２学期末まで行う。

読後に要点を日本語や英語で書いてまとめる活動を行い、より深い内容や専門知識・

語彙の理解を促す。

「大学入試」（入試改革により大学入試もだいぶ様変わりしたが）を言い訳に何十年

も変わらない「受験英語」指導や学習指導要領を無視した瑣末な文法項目の暗記や演

習、難解で例外的な英文構造の解釈に終始する授業や学習に比べれば、「確かな基礎

26 　 各クラスで制作した過去３年間の新聞については、以下の WEB サイトより参照可能。

　 （ http://www.fz.ocha.ac.jp/fk/menu/school/search.html ）
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学力と広い教養」27 そして「４技能のバランスの取れたより高い英語力」を身に付ける

１つの案として効果的ではないだろうか。

「英字新聞制作プロジェクト」は真正な言語活動を保証し、ゴールやタスク、その

基準が明確である。これは、英語科の指導や言語活動をデザインする際にも大変重要

である。また、小規模校（学年３クラス 120 名）のスケールメリットを生かし、生徒

の自主性・自律性を重んじる校風ともマッチングした取組として成果を上げてきたが、

できるだけ上級学年で実施することにより既習の知識・技能や主体性、協働性などの

資質、学校行事等の経験、他教科の学習成果を生かした取組としてこのような探究的

な学習を取り入れることができた。広く「総合的な探究の時間」や英語科の指導にお

いても有効であると考える。

『探究 II』に限らず、探究的な学習や活動は多くのサポートやノウハウの蓄積を必要

とする。「英字新聞制作プロジェクトを活用した探究成果の発信」を共に作り上げた

先生方や関係の方々、そして生徒たちに感謝したい。また、SGH 研究開発の指定は

終了したが、2019 年度も英字新聞制作プロジェクトは続く。「探究的な活動を行うこ

と」自体を目的化することなく、身に付けるべき知識・技能の定着に効果的であった

か、思考力・判断力・表現力等や主体的に学習する態度を高めるうえで有効であったか、

絶えず生徒の実態をよく見て検証していきたい。そして、この研究開発から本校の教

育活動のどこに何を残せるかを「英字新聞制作プロジェクト」の担当者として、また、

「主体的・対話的で深い学び」を促す技能統合型の言語活動をより多くの学校の英語

の授業で成立させるにはどうしたらよいかを英語教師として引き続き考え、発信して

いきたい。

 

27 　 本校の SGH 研究開発の目標の１つとして「確かな基礎学力と広い教養を身につけ、グローバルな社会の諸

課題に高い関心を持つ生徒」を育成するとしている。詳しくは、本校 WEB ページ「SGH ついて（本校の SGH

概要）」を参照。

　（ http://www.fz.ocha.ac.jp/fk/menu/sgh/outline.html ）
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【別表１】『探究 II』マスタールーブリック
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【別表２】『探究 II』年間シラバス

４月の計画中に入っているが、『探究 II』のガイダンスは高２の学年末、３月に実施

している。この際に、『探究 I』の成果の要旨を英語で書いてくることが課題として出

され、その共有を行うところから４月の『探究 II』の授業が開始する。

5

5

5

5

5

I
5

5

5 4
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